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研究成果の概要（和文）：本研究は対人コミュニケーションにおいて話し手の意図や態度、感情などを理解する
能力がどのように発達を遂げるのかを検証することを目的としている。定型・非定型発達を対象に、対人コミュ
ニケーションにおける言葉にならない話し手の意図や感情を理解する力の発達を検証するために、2つの基礎研
究に取り組んだ。定型発達児、自閉スペクトラム症児を対象に、話者の感情を語彙意味と声色のどちらを重視し
てとらえるのか、実験的に検証した。さらに定型発達児に比べ、話し手の意図や感情をくみ取ることが難しい自
閉スペクトラム症児を対象に、家庭でのコミュニケーションと話し手の意図や感情語の理解との関係を検証する
ことを目的としている。

研究成果の概要（英文）：The aim of the research project is to investigate how children’s ability to
 understand the speaker’s intentions and emotions in interpersonal communication develops. We 
conducted two separate studies to look at how children understand the speaker’s intentions and 
emotions that are communicated implicitly.
The first study examined how typically developing children and children with autistic spectrum 
disorder (ASD) understand vocal emotion. The second study examined how mothers use mental state 
terms toward their children with Autism Spectrum Disorder (ASD). 

研究分野： 発達心理学

キーワード： 発達障害　語用論　母子会話

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
コミュニケーションが苦手な子どもは、文脈をうまく使えず、言葉の表面的な意味にとらわれてしまう傾向を持
つ。しかしそのような子どものコミュニケーション能力の発達特性は世界的にも未だ明らかにされていない。定
型発達のみでなく、非定型発達における文脈理解力の発達パターンを見出すことは、子どもを取り巻く大人が、
子どもが抱える「問題」を「発達の一段階」、あるいは「スタイル」としてとらえ、さらなる発達を目指した対
応することを可能にする。世界に先駆けて非定型の文脈理解力の発達を探る本研究は、学術的にも応用的にも高
い意義を持つ

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 
近年、保育現場において「気になる子ども」の増加が指摘されている。コミュニケーションが

うまくできない、落ち着きがないといった「気になる子ども」は、卒園を控えた 5 歳児クラス
に最も多いとされる（久保山他 2009）。このような子どもたちは、就学後に学校適応や学習に困
難を抱える可能性が高い。文部科学省の調査によると、国内で通常級に在籍しながら学習面又は
行動面で著しい困難を示すとされた児童生徒の割合は、低学年の場合 1 割に近い。学年が上が
るにつれて困難を抱える子どもの数は減少するが、問題をかかえながら特別な支援を受けてい
ない子どもは全体で 4 割にのぼるとされる。 
コミュニケーションや情緒面、行動面での問題が 5 歳のときに顕在化する理由のひとつとし

て、子どもの社会性と言語コミュニケーション能力が 3 歳から 5 歳の間に飛躍的に発達するこ
とが考えられる。これまでの発達心理学や哲学の研究は、「心の理論」と呼ばれる言語力や概念
理解力に支えられた自他の心の理解が 5 歳前後までに第一段階の発達を遂げ、その後 8 歳前後
により大人に近い心の理解が可能になる第二段階があることを明らかにしている(Perner 1991)。
一方「心の理論」の発達とともに、言語コミュニケーションにおける話し手の意図や感情の理解
も変化を遂げることがわかりつつある。3 歳で理解できない嘘や遠回しな表現なども 5 歳まで
にはわかることや、8歳を過ぎれば単純な皮肉の理解が可能になることなどである（松井 2013）。 
しかし言語コミュニケーションにおける意図や感情の発達に関する研究はこれまでそもそも

希少であったことに加えて、ほとんどが英語圏での調査であった。言語文化が異なる日本におけ
る発達にその結果をすべて当てはめることは危険であろう。発達の普遍性の検証とともに、アジ
ア文化圏の一つである日本で育つ子どもたちに特徴的な発達指標を見出すことは、学術的に大
きな貢献となるばかりでなく、保育園や学校でコミュニケーションに困難を抱える子どもたち
の問題に適格に対応するためにも不可欠である。 
 

２．研究の目的 

本研究は自閉スペクトラム症との関連で近年とくに注目されながら、未だ体系的な研究がな
されていない対人コミュニケーションにおける話し手の意図や感情の定型・非定型発達の規定
要因を明らかにすることを目的とする。以下の 2 つを柱として基礎研究に取り組み、その成果
を対人コミュニケーションが困難な子どもを支える教育的指針に結びつける。 
① 文字通りの意味とそれ以外の意味といった、ふたつ以上の意味解釈が可能である表現の理

解の検証を通して、文字通りでない話者の意図や感情を理解する力の発達を定型・非定型
で比較検証する。 

② 子どもの話し手の意図や感情の理解と、家庭での会話との関係を明らかにし、家庭ででき
る介入に関する提案につなげていく。 
 

３．研究の方法 

研究１．自閉スペクトラム症(ASD)児の文字通りではない話者の感情の理解 
本調査の対象は、自閉スペクトラム症児 25名（平均年齢：9歳 2ヶ月、男子 20名、言語年齢：

9歳 3か月）と言語力でマッチングした定型発達児 25 名（平均年齢：8歳 7か月、男子 13名、
言語年齢：9歳 3か月）である。 
実験の方法は以下のとおりである。まず参加児は以下のような二人の女性の写真をモニター

上で見せられた。2枚の写真のうち、1枚はポジティブな感情の表情、もう 1枚はネガティブな
感情の表情を表していた。 

 

 
図１．表情選択の刺激 

 
参加児が写真を見ていると、2人のうちのどちらかが発した１語発話の音声が流された。参加

児がその音声を聞いた後、実験者は 2 人の女性のうち、どちらの女性がその発話をしたと思う
か、参加児に尋ねた。参加児は、モニター上の 2枚の写真のどちらかを指さして回答した。 
１語発話は、「嬉しい」「悲しい」といった感情語彙と、コントロール刺激として「ブランコ」

「おにぎり」といった名詞の 2種類で構成された。ポジティブな感情語彙、ネガティブな感情語
彙、名詞のそれぞれのカテゴリーの１語発話が 6つずつ用意された。発話の長さが同じになるよ
うに、４モーラか 3モーラの単語となっていた。いずれの単語も、ポジティブな感情を表す声色
とネガティブな感情を表す声色の 2種類で発せられた。その結果、１語発話のタイプは以下の 6



タイプとなった。①ポジティブな感情語彙をポジティブな声色で発する（PP条件）、⓶ポジティ
ブな感情語彙をネガティブな声色で発する（PN 条件）、③ネガティブな感情語彙をネガティブな
声色で発する（NN 条件）、④ネガティブな感情語彙をポジティブな声色で発する（NP 条件）、⑤
名詞をポジティブな声色で発する（CP条件）、⑥名詞をネガティブな声色で発する（CN条件）。 

 

研究２．自閉スペクトラム症（ASD）児に対する母親の内的状態語の使用に関する縦断的研究 
本研究調査は、自閉スペクトラム症（ASD）と診断された幼稚園年少組の幼児と母親 21 組の協

力を得た。このうち、2 回目のデータ収集に参加できなかった協力者を除く 14 組（女児 2 名、
男児 12名）について分析を行った。 
第 1 回データ収集は、年少組時（幼児の生活月齢平均：46.0 ヶ月、SD＝3.23、平均形態素

MLU=1.25）に、第 2 回データ収集は、2年後の年長組時（幼児の生活月齢平均：71.9 ヶ月、SD=3.92、
平均形態素 MLU=2.20）に行った。年少組時の KIDS 総合発達月齢は、30.8 か月（SD=13.62）であ
った。 
各母子に保育室で 20分程度遊んでもらい、その場面をデジタルビデオカメラ 2 台、IC レコ

ーダー1 台を用いて収録した。遊びには絵本、パズル、ままごとセットなどを用いた。遊び場面
10 分間のトランスクリプトを作成した。母親の内的状態語の分析は、岩田（1999）のカテゴリ
ーを用いた。知覚は「熱い、痛い」等、感情は「うれしい、悲しい」等、欲求は「欲しい、～し
たい」等、認知は「思った、知ってる」等である。母親の各発話について 2名の分析者が独立に
行い合意を得た。 
 

４．研究成果 

研究１．自閉スペクトラム症(ASD)児の文字通りではない話者の感情の理解 
回答は、声色とマッチした写真を選んだ場合に正答とすることにした。条件（１語発話のタイプ）
ごとに、自閉スペクトラム症（ASD）群と定型発達（TD）群のそれぞれの正答率を記したものが
以下のグラフである。 

 
図２．TD 群と ASD 群の 6条件の正答率 
 
混合要因による分散分析を行ったところ、群の主効果（(F(1,240)=15.26, p<.01),条件の主効果
(F(5,240)=40.47, p<.01),群と条件の交互作用が見られた(F(5,240)=9.51, p<.01)。群間で差
が見られた条件は、PN 条件（F(1,48)=13.57, p<.01）、NP条件（F(1,48)=12.43, p<.01）、CN条
件（F(1,48)=8.31, p<.01）であった。 
 自閉スペクトラム症群と定型発達群それぞれについて、をより詳細に解析したところ、両群
ともに条件の主効果が見られた（F(5,240) =44.18,  p<.01,F(5,240)=5.80, p<.01)。自閉スペ
クトラム症群では、PN 条件と NP 条件が他の条件よりも有意に正答率が低く、50パーセントの
チャンスレベルに相当していた。定型発達児群でも、PN 条件と NP 条件が他の条件より有意に
正答率が低くなっていたが、チャンスレベルより有意に高かった。  
以上の結果から、以下のような点が明らかになった。 
 

① 感情価のない名詞が１語発話で使われた場合、すべての参加児が、声色から話者の感情を正
しく推測することができた。 

② 感情の語彙が 1語発話で使われた場合、どちらの群にも、語彙の意味と声色が示す感情価に
齟齬がある場合、声色よりも語彙意味を優先して解釈する参加児がいた。 

③ 語彙意味を優先して解釈する傾向は、自閉スペクトラム症群のほうが強かった。 
 
 
研究２．自閉スペクトラム症（ASD）児に対する母親の内的状態語の使用に関する縦断的研究 
 
（１）母親と ASD 児の発話量の変化 
まず、基礎的データとして 14 人の母親の 10分間の発話数、ASD 児の発話数、形態素 MLU につ



いて記述する。母親、ASD 児ともにターンテイキングの 1ターンを 1発話とした。また、有意味
語を含まない発声のみのターンは含まなかった。 
母親の発話数は、年少時（1回目）：平均 139.1（89～218）、年長時（2回目）：平均 123.5（45

～215）であり、減少傾向が見られたが、年少時と年長時の相関は見られなかった。発話数の個
人差が大きかった。 
14 名の ASD 児の発話数は、年少時（1 回目）：平均 32.1（0～104）、年長時（2回目）：平均 54.5

（0～112）であり、増加傾向が見られた。年少時と年長時の ASD 児の発話数には相関がみられた
（r=.602, p<.05）。ASD 児も個人差が大きく、3歳時、5歳時ともに発話数が 0の幼児が 3名見
られた。ASD 児の MLU は、年少時（1 回目）：平均 1.25（0.00～3.94）、年長時（2 回目）：平均
2.04（0.11～4.49）。であり、MLU も個人差が大きく、年少時と年長時には強い相関がみられた
（r=.887, p<.01）。 
 母親の発話数と ASD 児の発話数および MLU の相関を検討した。3 歳時の母親の発話数と
ASD 児の発話数に弱い関連（r=.496, p<.10）がみられたものの、その他の相関は見られなか
った。 
以上のことから、ASD 児の 3 歳時点での発話数と MLU から 5歳時点での発話数と MLU をある程

度予測できることが示唆された。また、母親は ASD 児の発話量に応じて自分の発話数を調整して
いる傾向は見られなかった。ただし、ASD 児は発話ではない発声も多数あるため、母親は子ども
の有意味語を含む発話だけでなく、発声に対しても応答している可能性があるため、今後、発声
だけのターンを含めた検討が必要である。 
 
（２）母親の内的状態語の比較 
14 名の母親の内的状態語の使用数の平均は、3 歳時点で 28.4（SD=14.19）、5 歳時点で 25.1

（SD=13.95）であり、いずれも個人差が大きい点を含め、全体としては変化がなく、発話全体の
20％程度で内的状態語を使用していた。 
ASD 児の発話数や MLU と母親の内的状態語の数との相関を検討したところ、5歳時の ASD 児の

発話数と母親の内的状態語数にのみ負の相関がみられた（r=-.648, p<.05）。 
図 5 に母親の内的状態語の 2 時点での各カテゴリーの割合を示した。カテゴリー別の割合で

は、多い順に 3歳時点で欲求（47.74%）、感情（28.39％）、認知（15.83％）、知覚（8.04％）、5
歳時点で欲求（47.58％）、感情（26.21％）、認知（19.09％）、知覚（7.12％）であった。2時点
でのカテゴリーの順位に変化はなかったが、3歳時点に比べ、5歳時点では認知に関する内的状
態語の使用頻度が増加していた。また、3歳時の知覚と認知と 5歳時の知覚に関する内的状態語
は個人差が大きく、特に知覚に関しては、全く使用しない母親が半数以上見られた。 
 

 
図５．母親の内的状態語割合の変化 
 

 
今回の協力者である ASD 児は 3歳時から 5歳時かけて、MLU 平均が 1程度から 2程度、つま

り 1 語文から 2 語文への発達期にあったとみられるが、母親の ASD 児に対する内的状態語の使
用は、全体的に見るとあまり大きな変化はなかった。しかし、5歳時で認知に関する内的状態語
の使用頻度の微増はみられた。 
 定型発達 15ヶ月から 33ヶ月児の英語圏の研究（Taumoepeau & Ruffman, 2008）では、子ども
の発達により母親の欲求に関する内的状態語が減少し、認知が増加する傾向が見られた。また、
同研究では一貫して感情に関する内的状態語が最も多く見られた。本研究では、認知が増加して
いる点は類似しているが、欲求に関する語が 5歳時点でも多用されていたこと、感情に関する内
的状態語があまり見られなかったこと、知覚についてもほとんど見られなかった点について、
ASD 児の特性、母親の個人差、遊びの場面差といった点から更に検討が必要である。 
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 Taumoepeau & Ruffman（2008）の結果は文化差が考えられるため、本研究の協力児と言語発達
年齢が同程度の定型発達児および知的障害児の母親を対象とした比較研究も必要である。定型
発達児 1 歳児（MLU１～2程度）と母親については、現在までに 14名のデータ収集を終えている。 
 また、5歳時の ASD 児の発話数と母親の内的状態語数に負の相関がみられた点は興味深い。ASD
児の発話数の増加が親子のコミュニケーションにどのように影響するのかを発話の内容分析な
どからさらに検討したい。 
さらに、上述したとおり、ASD 児は発声も多数あるため、母親は子どもの有意味語を含む発話

だけでなく、発声に対しても子どもの意図や気持ちを推測しながら応答している可能性がある。
そのため、今後は、ASD 児の発話数に発声数も加えた発声発話数と母親の内的状態語数との相関
などの検討も必要である。 
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